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ＷＷＬ県央ネット発表会 2024 参加 

ＷＷＬ県央ネット発表会 地域・世界・未来について私たちが考えること－県央地域の

振興のかたち－が燕三条地場産業振興センターで開催され、本校２年生６名が参加しまし

た。 

 ここで発表したのはＷＷＬ県央ネット中心校の三条高校、三条東高校、新潟県央工業高

校、加茂農林高校、燕中等教育学校、三条商業高校の６校７グループで、他に観覧生徒 66

人、講評者４人（新潟大学教授、三条市商工会議所、燕観光協会、三条市総務部政策推進

課）、発表グループの指導者等が参加しました。 

 当発表では、12 月の県国際理解教育プレゼンテーションコンテストで最優秀賞を受賞し

たテーマ「プロジェクトＦＴ～ＦＴ商品販売拡大に挑戦する高校生達～」の内容をさらに

発展させて、現在準備中の新商品（フェアトレードの砂糖を原材料にしたおからドーナツ

等）、道の駅「漢学の里しただ」での販売広報準備など具体的な手立てを示しながら、自分

達の取組紹介と同時に地域の高校生にフェアトレードの概念を広く知ってもらうためのプ

レゼンテーションを行いました。発表の最後には発表生徒それぞれの 30 年後の姿を想像し

た未来について示して聴衆に訴えました。発表後は他校高校生から質問が複数あり、参加

者の関心度合いの高さがうかがえました。 

 会の最後には参加生徒による投票（地域の課題解決に最も貢献すると思われる発表に各

自が１票投票）が行われ、当発表は、見事最も多くの投票数（２チームが同位１位）を獲

得しました。 

 生徒の研究と実践は今後も続きます。 

 

 

 

 

 

 

     

【韓国の生徒にもフェアトレードの取組を広めたい！】【投票１位となったことを受けての感想は】 


